


から.

昼食後1雨も上がったので重い腰を上げ地獄谷を廻つての室堂一帯の散策へと出かける。

酒盛りばつかやつていたので|ま体に悪い。散策中には雄の雷鳥にも出会った.高山植物も

可憐を花を咲かせている。歩いて良かつたと思う.)た ま:こは山ほ登れずに温泉に浸かつた

りの散策でもlv lい じゃあないか。

8′/3

立L量は今日も雨だつた。どこかで聴いたフレーズだなぁ。

11時 30分に室堂を発車した越緩観光バスは途中,立山駅,宇奈月温泉などでツアー客を乗

せた後,北陸自動車道から関越自動車道へと乗入れ一路新宿センタービル前へと走り続け

る筈であつた。あくまでもその筈であった。しかし,乗客の誰一メ、として想像もしなかつ

た事態が高速走行中に発生したのである。いま考えると全く無事でいられたのが不思議な

感じであるが,走っているバスの右側後輸が2つ共に外れてしまい、1つはパスを追越し

左側のガードローフ・を乗り越え圏圏分中へ落っこち,も う片方は後ろへ外れたのだ。

その時,私は藩力i足 りないならなどと思いながらうつらうつらしていると、ガタガタガ

タという音と共に次第に振動が激しくなったと思ってまもな<1ガターンという形でバス

全体がなに領きガガガガーという音と共にバスは止まった。ほんの10秒位の時間に感じら

れた。最初はパンク鵞→?と思った。まさかダブルタイヤの両方ルサトれてしまうなど絶対に

夢想だにしない事態だ。いやはやなんとも。それにしても運転手ほ冷静だった。ブレーキ

を使わずにシフトダウンだl■で車道の左側路肩に寄せ停車させ,すぐに三角マークの故障

車表示を出し,乗算の気を鎮めるために熱い紅茶をついでまわった。そして事故状況の説

明をする。一方、交代乗務員は騒固の畦道を通つて近くの工場の電話から本社へ代替車の

手配をする。乗客は怪我人が発生しているわ:ナではないので,比較的冷静であつた。

乗客は言う。「火花がバチバチ出ていた」「外れたタイヤがものすごい速さで走ってい

った」「最初から変な音がしていたんだよなあ」「運転手に言つたんだよなあ,あの音は

何だって」「トンネルの幸でなくて良かったなあ」「後ろめ車が巻き込まれなくってよか

つたよ」などなど ,・ ・・

結局,代替車が31着するまでの2時間は手持ちぶたさで,あ―あ、酒買ってくればよか

ったであった。ほんと(.
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